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  For one year， October 1979 to September i980， 1，369 patients with ureteral calculi were treated
by Tsumura－Choreito in the Clinical Research Meeting of Tsumura－Choreito．
  Seventy－five percent of all ureteral calculi have passed spontaneously．． The ureteral calculi
occurred 2．6 times ！nore often in rpales than females ancl an peak incidence was at the forth and fifth
decade． The management of the ureteral calculi with the Tsumura Choreito mainly depended on
size and location in this series．
  In the lower ureteral calculi，87．8 percent have passed， whereas only 56．5 percent， in the upper
ureteral calculi．
  In the calculi of diameter less than 5 mm， 91．9 percent have passed and in those less than 10 mm
72．4 percent whereas only 35．6 percent have passed in the calcuii having diameter greater than l O mm．
Young males seemed to have high frequency of spontaneous passage． Tsumura Choreito was sig－
nificantly effective in passage of uretera｝ calculi and passage rate differed depending on size， location，
sex and age．
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Table 2．年齢分布
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34 （ 3．2） 21 （ 2．7）
213 （ 20．1） 153 （ 19．8）
273 （25．7） 205 （ 26．6）
228 （ 21．5） 172 （ 22．3）
208 （19．6） 149 （ 19．3）
83 （ 7．8） 56 （ 7．3）
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Fig．2．男女別年齢分布
Table 3．男女別結石部位比率




431 （40．’6） 311 （40．3） 120 （41．4）
614 （57．8） 447 （57．9） 16フ （57．6）












































年 令 上部尿管  ％ 下部尿管  ％ 不 明  ％
0－9 一          一 一         『 一              一






70－7912（2，8） 8（響．3） 一             一





















大結石｛中 結石 以 上）160
不  明       5
（41．5） 334 （43．3） 107 （36．9）
（42．9） 327 （42．4） 129 （44．5）
（15．1） 108 （ 14．0） 52 （ 17．9）
｛O．5） 3 （ O．4） 2 （ o．7）
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合 計 男 女
年令 常数 排石数 排石率ワρ 例数 排右数 排石率％ 冊数 排石数 排石盛ワ・
τ0～19 34 3088．2 21 19 90．5 奪3 11 84．6
20㌣29．213176－82．61ら3 12783．0 60 49 81．7
30～39273 204＊ 7 ．フ 205156ア6．1  68
磨磨
4870．6
40～49228169葉74．1 1．V2 1．R578．5 56 34 60．7
50ん59208149刀．6 149111ア4．5 59 38 64．4
60～69 83 55 66．3 56 40 7L427 15． 55．6
70～79 20 13 β5・0 14 11 ア8．6 6 2 33．3
80～ 3 1 33．3 2 1． 50．0 1 O o
＊＊＊＊
合計 106279フ 75．0772．600ア7．7 29019767．9
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対象総症例 上部尿管結石 下部尿管結石 不  明







10日以内 85  （16．5） 7  （3．5》 76  （24．8）2  （25，0）
20日以内 68  （13．2） 9  （4．5） 59  （19．2） ｝              一
1ケ月以内 50  （9．7） 16  （8．0） 33  （10．ア） 1  α2，5）
2ヶ月以内 73  （14．1） 26  （12．9） 46  （15．0） 1  （12．5）
3ヶ月以内 37  （7．2） 14  （7．0） 23  （7．5） 一                          一
6ヶ月以内 57  （11．0） 21  （10．4） 35  （11．4） 1  （12．5）
12ヶ月以内 13  （2．5） 7  （3．5） 5  （1．6） 1  （12．5）
1年以上 5  （1，0） 4  （2．0） 1  （0．3） 一                    一一累積排石症例数及び排石率 388  （75．2） 104  （51．7）278  （90．6） 6  （75．0）X x： ＝38．67， P〈O．OOI楽蝦；ζ3＝96．04gPく0．001
Table 8．結石部位別排石期間および累積硝石率（併用投与群）
対象総症例 上部尿管結石 下部尿管結石 不 明







10日以内 77 （17．7） 11 （5．6） 6等  （26．3） 5 （55．6）
20日以内 68 （15．6） 15 （7．7） 51  （22．0） 2 （22．2）
1ヶ月以内 44 （10．1） 15 （7．7） 28  （12．1） 1 （11．1）
2ヶ月以内 53 （12．2） 30 （15．4） 23  （9．9） 一 一
3ヶ月以内 27 （6．2） 17 （8．7） 10  （4．3） 一 『
6ヶ月以内 35 （8，0） 19 （9．7） 15  （6．5） 1 （11．1）
12ヶ月以内 14 （3．2） 8 （．4．1） 6  （2．6） 一 一
1年以上 7 （1，6） 5 （2．6） 2  （．9） 一 一楽＿累積排石症例数及び排石率 325 （74．5） 120 （6L5） 196  （84．5） 9 （100．0＞
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排石例数 排門口（％） 排石例数 環石率（％） 排石例数 排石率（％）
10日以内 32 （29．1） 3 （8．6） 29 （38．7）
20日以内 11 （10．0） 1 （2．9） 10 （13．3）
1ケ月以内 9 （8．2） 4 （11．4） 5 （6．7）
2ヶ月以内 14 （12．7） 6． （17．1） 8 （10．7）
3ヶ月以内 9 （8．2） 5 （14．3） 4 （5．3）
6ヶ月以内 9 （8．2） 一 一 9 （12．0）
12ヶ月以内 一 一 一 ｝ 『 一
1年以上 一 一 一 一 一 一
累積排石症例数及び排石率 84 （76．4） 19 （54．3＞ ※一@65（86．7＞
※κ8冨12．13，P＜0．001
































     別科石州
総   数 上部尿管結看 下部尿管結石
症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率
単独投与群 516 388ア5．2％201 0451．7％307278
併用投与群 43632574．5％19512061．5％232196桝．5％
頓服投与群 1108476．4％ 351954．3％ 75 6586．7％
合計 1，0627975．0％43124356．4％ ムU14 53987．8駕
△．橘一130．95      PくD．001
0
  1’O M 30 2． 3  日 日 日     ヶ月    ヶ月
Fig・11・下部尿管結石のサイズ別結石期間およ
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※ 超＝＝4．04  PくO．05












10日以内 5 （10．0） 2  （τ．9） 一 一
20日以内 3 （6’O） 6  （5．8） 一 一
1ヶ月以内 11 （22．0） 5  （4．8） 一 『
2ヶ月以内 11 （22．0） 11  （10．6） 4 （8．5）
3ヶ月以内 4 （8．0） 9  （8．7） 1 （2．1）
6ヶ月以内 10 （20．0） 7  （6．7） 4 （8．5）
12ヶ月以内 1 （2．0） 5  （4．8） 1 （2．1）
1年以上 1 （2．0） 3  （2．9） 一 噛豪一 崇累積月収症例数及び当石率 46 （92．0） 48  （46．2） 10 （21．3）
 X x：＝27L95， P〈O．OOI












10．日以内 60 （37．0） 14 （12．2） 2 （6．7）
20日以内 37 （22．8） 19 （16．5）門 3 （10．0）
1ヶ月以内 18 （11』） 15 （13．0） 一 一
2ヶ月以内 21 （13．0） 21 （18．3） 4 （13．3）
3ケ月以内 9 （5．6） 14 （12．2） 一．． 一．、
6ヶ月以内 19 （7．4） 17 （14．8） 6 （20．0）
12ヶ月以内 1 （0．6） 4 （3．5） 一 一
1年以上 一 一 1 （0．9） 一 一＿濯皿 r幽一一一一灌崇累積排石症例数及び排石率 158 （97．5） 105 （9L3） 15 （50．0）





排石期間    （n・61）r石窟数 排石率（％）
   （n・88）
r石例数 排石率（％）
   （n・46）
r石例数 排石率（％）
10日以内 8  （13．1） 3  （3．4） ｝                      一
20日以内 4  （6．6） 9  （10．2） 2  （4．3）
1ヶ月以内 9  （14．8） 5  （5．7） 1  （2．2）
2ケ月以内 14  （23．0） 13  （14．8）3  （6．5）
3ヶ月以内 5  （8．2＞ 等0  （11．4） 2  （4．3）
6ケ月以内 4  （6．6） 13  （14．8） 2  （4．3）
12月月以内 4  （6．6） 4  （4．5）一                      『
1年以上 『                     一 5  （5．7） 一               一
※＿ 一※※累積排石症例数及び排石率 48  （78．7） 62  （フ0，5） 10  （21．7）
 x x．2 ”一 O．87， n．s
xx x．t 一一26．91， p〈o．OOI





















































    中結石
   x90．6％：fv一；ob616tz
                    トテ 1昏2』3当 ㌃・ ・月～月1年 1告・隔 ，月 ㍉，T，T・
Fig’．14．上部尿管結石のサイズ別排石期間およ
     び累積排一調                Fig・15・下部尿管結石のサイズ別排石期間およ
                                  び累積排石西
        Table 14．サイズ別排石期間および累積排石率（併用投与群一下部尿管）
小結石（5ミリ以下） 中結石（6ミリXIOミリ以下）大結石（中結石以上）
排石期間   （n・107）r石例数 排石率（％〉
   （n・94）
r石例数 円石率（％）
   （n・31）
r石例数 排石率（％）
☆一10日以内 38  （35．5） 20  （21．3） 3  （9．7）20日以内r 84  （31．8） 14  （14，9） 3  （9．7）
1ヶ月以内 14  （13．1） 10  （10．6）4  （12．9）
2ヶ月以内 10  （9．3） 12  （12．8） 1  （3．2）
3ヶ月以内 一                     一 6  （6．4） 4  （12．9）
6ヶ月以内 3  （2．8） 8  （8．5） 4  （3．2）
12ケ月以内 2  （1．9） 3  （3．2） 1  （3．2）
1年以上 一                    一 2  （2．1） 一             一
累積排石症例数及び排石率 101  （94．4）崇一@ 75  （79．8）渠藁一@ 20  （64．5）
      rk xo2＝4．27， P〈O．05 x xe’ 一一 8．51， P〈O．005
                   xx xo2 一一 2．20， n s







   （n：20）
排石例数 排石匠（％）
大結石（中結石以上）


















累積排石症例数及び排石率 10 （83．3） 9 （45．0）








   （n：32） （n：3）






















累積排石症例数及び排石率 34 （85．0） 29 （90．6） 2 （66．7）
Table 17・服用薬剤の投与法に対する結石サイズ別上石率
小 結 石 中 結 石 大 結 石
症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石目 症例数 排石数 側石率
単独投与群 212 20496．2％21915369．9％ 77 2532．5％
併用投与群 168149 1821375．3％ 773039．0％
頓服投与群 524484．6％ 52387L7％ 6 2 33．3％
合計 4323979L9％453△328ア2．4％
△△△P60△△T735．6％
△  Xま；55．42  Pく0．OO1
△△ X言＝66．91  PくD．em
△△△届≡2G3．5S  PくO．OOI
※ 疋言＝6．96   P＜O．Ol
※※xS＝7，95  PくO．Qe5
Table．P8・服用薬剤の投与法に対する結石サイズ別排三二（上部尿管）
小 結 石 中 結 石 大 結 石
症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率
単独投与群 504692．0％104 48 47 1021．3％
併用投与群 61 4878．ア％ 886270．5％ 46 1021．7％
頓服投与群 12 1083．3％ 20 9 45．0％ 3 0 0％
合 計 123 10484．6％212△119
△△△
T6．1％ 96△△Q020．8％
△  X9＝＝26．99  Pく0．OOl
AA x：＝31．84 P〈O，OOI
△△△X9＝89．13  Pく0．001
張 rs＝IO．53  PくO．005











































小 結 石 ．中 結 石 大 結 石
症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率 症例数 排石数 排石率
単独投与群 16215897．5％115105「9L3％巌※ 30 1550．0％
併用投与群 107101※94．4％ 94 75フ9．8％ 31 2064．5％
頓服投与群 403485．0％ 322990．6％ 3 266．7％




△△ 雇昌25．2ア  P＜O．OOl
△△△疋ま＝46．88  PくO．OO1
※ 浦目8．21  PくO．01


















  1．発  疹
  2．食欲不振
  3．下  痢




























内訳 1．手  術 137例
  2．継続中  89例
  3．来院せず  24例
  4．転  院  2例
  5。その他 12例
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